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まえがきにかえて

　　〜「うねり取り」とはなにか？

あなただけの価値判断を確立する“投資の王道”

　まずは結論ありき、「うねり取り」とはなにかを簡潔に示そう。

　うねり取りとは、銘柄を限定し、数カ月単位の上げ下げを狙うト

レード手法である。

　短期の売買ではないし、ウォーレン・バフェット氏が行う “ バイ・

アンド・ホールド ” の長期投資でもない。また、有望な銘柄を見つ

けて入れかえていく “選別投資 ” とも異なる。トレードを職業と捉え、

狭い範囲だけを見てトレンドを読み、自らの基準でポジション操作を

行いながら、株価変動の波を “泳ぐ ” 技術である。

　とても説明が難しく、個人的な感覚が中心の売買スタイルだ。個人

の感性を基にポジションゼロの時期をつくりながら、上げ下げどちら

も取りにいく──普遍性がある半面、自由度が高いから基準を決め

にくい。その不安定な部分を支えるのが、株式市場との “ 距離 ”、つ

まり、株価変動を俯
ふ

瞰
かん

する姿勢である。

　次ページに示す値動きを見てほしい。最も人気のあるローソク足に

よる、個別銘柄の日足だ。これを見て、ローソク足が生み出す多くの

情報を基に未来を考えることは、とても魅力的で面白い。だが、売買

の実践から遠ざかり、過去の株価を考えるだけの作業に傾くことを

知っておくべきだ。
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　真の実践家は、毎日の膨大な情報に惑わされず自らの道を進むため

に、株式市場との適正な “距離 ” を保つ。

　そのために、銘柄を限定するだけでなく、情報量の多いローソク足

を避けたり、マニア好みの複雑なケイ線論を否定してシンプルな観察

に努める。

　上に示したローソク足を、終値だけの折れ線チャートにしてみよう

（次ページ）。
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　重要と思える情報を思い切って捨て去ることで、シンプルかつ実践

的なイメージになる。さらには、折れ線チャートに描き加えたような、

大ざっぱな「トレンド」を強く意識する。

　そして、「相場は上がる」と確信すれば買い、「下がる」と判断でき

ればカラ売りを仕掛ける。少しでも迷うようならば、サッと手を引い

てしまう。誰の意見にも左右されず、自らのカネを自らの思惑通りに

動かしていく、自立した姿勢が生まれるのである。

　これが、うねり取りだ。
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本書の読み方

　誰にも、明日の株価はわからない。だから、全員が正解にたどり着

くことなど絶対にない。ほぼ同じ価値判断基準で値動きを観察しても、

人によって答えは異なり、売りと買いが真逆になることさえある。

　だから、よく耳にする「この銘柄はまだ上がるでしょうか？」とい

う質問は、愚の骨頂といえる。

　うねり取りの考え方は、そんな誤った世界に進むことをズバリと否

定してくれる。

　そのかわり（と表現するのは的確ではないが）、「こうなったら買い

ましょう」といった “マニュアル ” が作りにくい。うねり取りは確固

たる「手法」だが、深く考えると「思想」「哲学」、あるいは「概念」

のようなものともいえる。だから本書では、第１章と第２章にページ

を割き、根底の考え方をじっくりと伝えようとしている。

　このことを踏まえ、第１章、第２章……と順番に読み進めるのもあ

りだが、「まずは、うねり取りの実践」と考えて第３章から読むのも、

ひとつの方法である。ただし、第１章と第２章が実践を支える大切な

考え方、うねり取りの根幹についての解説なので、第３章から読み始

めた場合でも、必ずあとで熟読してもらいたい。

中源線建玉法の存在

　うねり取りは、前述したように、いわゆるマニュアルが作りにくい。

実践者の裁量や感性に委ねなければならない部分が多いからだ。
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　絵を描く作業を考えてほしい。真っ白い紙を渡されて「好きなもの

を描いて」と言われても、ふだん描かない人は困ってしまう。しかし、

塗り絵ならばなんとかなる。ここは何色にしようか……経験がないな

りに考えながら、それなりに進めていくことができる。

　十分な理解力と実行力、試行錯誤していく能力などがあれば、たと

え原則論だけでも、うねり取りを実践していくことができる。真っ白

な紙と説明だけで、とりあえず絵を描くことができ、２枚目、３枚目

と描き進むうちに上達していく。

　しかし、塗り絵的なものがあれば、どんな人にも、うねり取りを体

験してもらえる。プロの対応というものを、多くの人に手軽に体感し

てもらうことができる。

　その役割を担ってくれるのが、本書の第５章と第６章で解説する、

中
ちゅう

源
げん

線
せん

建
たて

玉
ぎょく

法
ほう

である。値動きが上向きか下向きかの判断、つまり強弱

の判定と、それに基づいた３分割の売買がルール化されている具体的

方法論だ。

　コンピュータを駆使して安易に「儲かる数式探し」をしたようなシ

ロモノではなく、「こういう場面は買いだよな」といった実践者の感

性をシンプルな数式に落とし込んだものだ。

　といって、予測の的中率を大幅に高めることなど不可能だから、押

したり引いたりと対応しながら値動きの波を “泳いで ” いく発想が求

められる。単なる “当てもの ” ではなくトレード手法に昇華させるた

めには、必然的に、分割売買によるポジション操作が加わる。

　総合すると、中源線建玉法における個々の判定基準やポジション操

作は、生身の人間が感覚的に納得できるものなのだ。
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　ルールはすべて公開してあるし、学習の教材も豊富にある。売り買

いの指示が明確になるといっても、意味のわからない数式ではなく、

「なるほど！」と感じながら頭に入れ、その理解を確認しながら、プ

ロの思考をベースとしたトレードを実践できるのである。

　うねり取りにも、多くの入り口が考えられる。中源線の利用は、そ

のひとつにすぎない。だが、バランスの整った、優秀な学習ツールで

あることは間違いない。

【参考図書】　いずれも林投資研究所オリジナル

『中源線建玉法』……中源線のバイブル。四部構成の基本の教科書。

『入門の入門 中源線投資法』……中源線の基本ルールを公開した実践書。

『DVD 中源線建玉法 基本コース』……ルール説明のセミナーを再現。

プロの思考を知ってほしい

　100 万円が１億円になる

　ゼロから３億円をつくった

　ハデな宣伝文句は、「ホントか？」と疑いながらも気になる。

　「カンタンそうだ」と感じる部分があれば、サッと飛びつく。

　だが、それほどカンタンに儲かるなら、誰も苦労はしない。といっ

て、本業や余暇を犠牲にしてまで必死に勉強しなければ技術を手に入

れられないかというと、そうとも思わない。正しい考え方で適正な範

囲を守れば、他人の助けなしに結果が期待できる。

　だから、プロの思考をマネするべく、のぞき見てほしいのだ。
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　株価の上げ下げについて、多くの人は “理由 ” を知りたがる。そし

て、売買を実践しない記者が書く、まことしやかな解説に夢中になる。

　だが、理由など説明できない上げ下げばかり存在するのが現実だ。

その現実をまっすぐに見て、やり方だけを考える、理屈を知っていて

も行動できない人間の心理を考える、そして具体的な取り組み方を構

築する──これが、プロのプロたるゆえんだ。

　株式市場では、初心者からプロまでが同じ土俵で売り買いを行う。

ここで重要なのは、直接的な “対決 ” がないように見えて、多数の参

加者が利益を奪い合う構図があるということだ。

　株式市場の観測者は、そのままプレーヤーだといえる。観測しなが

ら売買を実践し、その行動によって市場の価格を動かしている立場だ。

　天文学の分野ならば、天体の動きについて観測者全員が正解にたど

り着くかもしれないが、株式市場では事情がちがう。常に、利益を上

げる者と損をする者とに分かれるのである。

自信をもって“異端”でありたい

　株価が動くたびに勝者と敗者が生まれるが、常に利益を上げるのは

至難の業。だが、考え方や行動が少しズレているために、絵に描いた

ように負け続ける参加者がいる。

　誰にも明日の株価さえわからないのだから、予測そのものは当たっ

たり外れたり……。だが、対処が悪いために、高いところを買い、ダ

メだと思いながら放置して安値で投げてしまい、少し上手に行動した

参加者の利益を助けることになる。
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　こんな残念な行動パターンの対岸には、株式市場との距離を適正に

保った賢い参加者がいる。多くの人が日々の動きを気にして、日経平

均の水準や世界情勢に漂う不安材料をチェックしながら迷走している。

その対岸で、数少ない個別銘柄を対象に、独自の相場観とポジション

操作で損益という “ 結果 ” をうまくコントロールする参加者たちだ。

　プロ相場師の４割が、うねり取りを実践しているといわれる。

　うねり取りは、いわば “ 概念 ” だから、正確にはうねり取りに分類

できない手法でありながら、うねり取りの核となる考え方を盛り込ん

だ独自の手法をもつプロも含めたら、かなりの数ではないか。

　先行きを当てよう、有望な銘柄を見つけよう……「なにを買うか」

に目が向くと、石を投げれば当たるような “ 銘柄情報 ” にたどり着く。

勝つこともあるが、負けたときが大きい。

　そんなドタバタ劇から離れ、「どこで買うか」「どこで売るか」を

まっすぐに考えるのがプロの思考だ。ここが固まったところではじめ

て、「それに適した銘柄はなんだ？」と考える。

　多数の投資家がハマっている “ 銘柄至上主義 ” を上手に利用するの

が、最もウケる投資情報ビジネスだ。だから、プロの思考を懇切丁寧

に説くことで、大多数の人を対象外にしてしまう。

　たとえそうでも、「予測情報の販売」に重点を置く業界のあり方に

一石を投じたかった。今後も、こだわりをもった異端であり続けたい。

　2017 年７月

林 知之　
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